
令和７年度第２回埼玉県認知症施策推進会議 

次   第 

 

                  日時：２月４日（水）１４時から 

                   WEB 会議（teams） 

                   県事務局 部議室 

 

１ 開会 

 

 

２ 議事 

（１）埼玉県認知症施策推進計画（令和６年度～８年度）について 

 

 

（２）埼玉県認知症施策推進計画の数値目標の進捗状況 

 

 

（３）次期埼玉県認知症施策推進計画の策定スケジュールについて 

 

 

（４）質疑応答 

 

 

３ その他 

 

 

４ 閉会 
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代表世話人　花俣　ふみ代 ○
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理事　山田　茂 ○
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中核市
川越市
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参事兼課長　冨田　雅子 ×

入間市
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副主幹　西澤　響子 ×

鴻巣市
健康福祉部　介護保険課

主任　佐藤　初美 ○

三郷市
いきいき健康部　長寿いきがい課

主任社会福祉主事　大友　美慧 ○

令和７年度　埼玉県認知症施策推進会議　委員

介護事業者

先進事業実施市町村



埼玉県認知症施策推進計画（令和6年度～8年度）について

認知症の人が尊厳と希望を持って地域でともに生きる社会の実現

２ 計画の基本理念

２ 計画の主な内容（高齢者支援計画第３章第３節に位置付け）

柱立て

埼玉県では、認知症の人の数が令和７年に約４０万人（高齢者の５人に１人）に達する。

また、高齢者の単独世帯や高齢夫婦のみの世帯の増加傾向が続いている。こうした状況に

おいて、令和６年1月には「認知症基本法」が施行され、共生社会の実現が求められている。

そのような社会の実現に向け、引き続き、認知症の人やその家族に対する切れ目のない支

援を推進するため県計画を策定した。

１ 計画策定の趣旨

１ 埼玉県認知症施策推進計画の概要

「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」第１２条に基づく

都道府県認知症推進計画

３ 計画の位置付け

１．認知症施策の総合的な推進

２．権利擁護の推進

３．虐待防止の推進

（１）正しい認知症の知識・認知
症の人への理解の増進、予防

（２）バリアフリーの推進、社会
参加の機会の確保

（３）若年性認知症等の人への支援

（４）保健医療・福祉サービスの
提供体制の整備

主な取組と数値目標

● 認知症サポーターやキャラバン・メイトの養成 ● 認知症月間などにおける普及啓発
● 埼玉県版「希望大使」の任命、支援 ● 「本人ミーティング」などのピアサポート活動の推進

● 認知症疾患医療センターの運営強化など、早期の認知症に対する診断・治療体制の推進
● 認知症サポート医の養成推進とかかりつけ医、歯科医師などを対象とした認知症対応力向上

● 若年性認知症支援コーディネーターによる支援の推進 ● 若年性認知症の人の就労継続支援
●   若年性認知症の活動の場の拡大等

数値目標「若年性認知症のカフェ」７か所（令和４年度末）→１２か所（令和８年度末）

● 「チームオレンジ」（認知症の人やその家族のニーズと認知症サポーター等を中心とした支援を
つなぐ仕組み）が各市町村で整備されるよう支援

数値目標「チームオレンジ」整備市町村数：２８市町村（令和５年１２月末）→全市町村（令和７年度末）

● 成年後見制度利用促進のための市町村計画の策定及び市町村中核機関の設置を促進

● 高齢者虐待防止の取組、啓発活動、通報・相談の環境整備、市町村の体制整備支援など

（５）相談体制の整備、家族支援
● 認知症カフェの普及 ● 認知症地域支援推進員の活動支援 ● 認知症電話相談の実施
● 認知症介護家族の交流会（つどい）の開催

数値目標「認知症の人の家族の交流集会（つどい）を開催している市町村」：４５市町村（令和４年末）
→全市町村（令和８年度末）

資料 １
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埼玉県認知症施策推進計画の数値目標の進捗状況
① 本人ミーティング

本人ミーティングとは、認知症本人が、自身の希望や必要としている
ことなどを本人同士で語り合う場である。県や市町村はこうした場を通じ
て本人や家族の意見を把握し、施策に反映させる取り組みである。

【今後に向けた課題】
開催市町村数の増加 → どのような手法が有効か

数値目標 目標値 (令和８年度末) 現状値 (令和６年度末)

「本人ミーティング」を開催している
市町村数

全市町村 ３２市町

② かかりつけ医認知症対応力向上研修

【今後に向けた課題】
研修参加者数の増加 → どのような手法が有効か

※令和７年度の実施状況
 現在実施中（令和7年12月1日から令和8年2月27日まで研修動画配信予定）    

数値目標 目標値 (令和８年度末) 現状値 (令和６年度末)

かかりつけ医対応力向上研修の延べ
修了者数

２,３００人 １，７７０人

１

資料 ２



埼玉県認知症施策推進計画の数値目標の進捗状況

③ 若年性認知症カフェ

若年性認知症ご本人や家族の交流の場として、また、
社会参加の場として、若年性認知症の方が集えるカフェ
の増設を図る。

県では、委託事業として、北浦和に「リンカフェ」を開設
している。

また、令和７年８月からは、三芳町において新たな
若年性認知症カフェ「楽友会」が立ち上がった。

【今後に向けた課題】
地域バランスを踏まえたカフェの設置

→どのような手法が有効か

※設置市町村
さいたま市、越谷市、鴻巣市、
春日部市、朝霞市（２か所）
川越市、草加市、三芳町

数値目標 目標値 (令和８年度末) 現状値(令和７年12月末)

県内における若年性認知症カフェの数 １２ か所 ９ か所

2

若年性認知症カフェ「リンカフェ」の様子



埼玉県認知症施策推進計画の数値目標の進捗状況
④ チームオレンジ

チームオレンジとは、できる範囲で手助けを行うという活動の任意性は維持しつつ、ステップアッ
プ講座を受講した認知症サポーター等が支援チームを作り、認知症の人やその家族の支援ニー
ズに合った具体的な支援につなげる仕組みである。

●オレンジ・チューター（チームを整備する各市町村に個別具体的な助言等の支援を行う専門職）
 森本 剛（もりもと つよし：認知症の人と家族の会副代表） 令和３年５月～

・総合支援チームによる市町村意見交換に参加、ステップアップ講座の企画・講師等

【今後に向けた課題】
整備市町村数の増加 → どのような手法が有効か

【チームオレンジ設置状況】 50市町村

数値目標 目標値 (令和７年度末) 現状値 (令和７年１２月末)

「チームオレンジ」を整備している
市町村数

全市町村 ５０市町村

3

R3 7市町 飯能市、加須市、狭山市、深谷市、坂戸市、ふじみ野市、毛呂山町

R4 9市町 さいたま市、川越市、鴻巣市、越谷市、入間市、久喜市、白岡市、三芳町、嵐山町

R5 15市町村
熊谷市､本庄市､上尾市､和光市､桶川市､三郷市､日高市､川島町､吉見町､横瀬町､皆野町､

長瀞町､東秩父村､美里町､松伏町

R6 12市町
川口市､東松山市､春日部市、羽生市、草加市、新座市、富士見市、蓮田市､鶴ヶ島市､吉川

市、鳩山町、宮代町

R7 7市町 秩父市、所沢市、蕨市、越生町、滑川町、神川町、寄居町



埼玉県認知症施策推進計画の数値目標の進捗状況

⑤ 成年後見制度

現状値 (令和７年４月1日)目標値 (令和６年度末)数値目標

６０ 市町村全市町村
成年後見制度の市町村計画を策定した

市町村数

⑥ 高齢者虐待防止

※令和７年度の養成研修 令和７年５月１日（木）～５月３１日（土）WEB開催(県公式YouTube）
受講人数：４０３人 市町村職員、地域包括支援センター職員など参加

現状値(令和８年１月末)目標値 (令和８年度末)数値目標

４，４７５人４，７００人高齢者虐待対応専門員の延べ養成者数

4

国の第2期基本計画では、令和4年度から
令和8年度まで５か年で新たな工程表が定
められ、令和6年度までを達成目標として、

市町村において①市町村計画の策定と②
中核機関の設置が求められている。」



埼玉県認知症施策推進計画の数値目標の進捗状況

【参考】 埼玉県版「希望大使」

認知症本人からの発信の機会を増やし、認知症に関する理解をより深めてもらうため、認知症本
人大使「埼玉県オレンジ大使」※を令和3年9月に2名、令和5年2月に2名、令和6年9月に1名、
令和7年9月に1名、計６名を任命し、現在は5名の大使が活動中

【活動実績】 ・認知症サポーター養成講座などでの講話活動
  ・若年性認知症カフェでの活動
 （越谷市「がーやカフェ」、春日部市「ハルカフェ」）

数値目標（前回計画） 目標値 (令和3年度末) 現状値(令和８年１月末)

埼玉県版「希望大使」の設置 設置 設置（５名）

※埼玉県では任命の際に「希望大使」を「埼玉県オレンジ大使」の名称とした。

5

⑦ 家族交流会（つどい）

今回の計画から新たな目標として設定。
認知症の人の家族の交流会（つどい）が
身近で開催されるよう、市町村を支援し、
家族支援を促進する。

数値目標 目標値 (令和８年度末) 現状値(令和６年度末)

認知症の人の家族の交流集会
（つどい）を開催している市町村数

全市町村 ５０市町村

嵐山町

さいたま市
川越市

熊谷市

川口市

行田市

秩父市

所沢市

飯能市

加須市

本庄市

東松山市

狭山市

羽生市

鴻巣市

深谷市

上尾市

草加市

春日部市

越谷市

久喜市 幸手市

杉戸町

宮代町
白岡市

蓮田市

松伏町

吉川市

三郷市

八潮市
蕨市

戸田市

和光市

朝霞市

志木市

新座市

富士見市

三芳町

ふじみ野市

入間市

伊奈町桶川市

北本市

吉見町

川島町
坂戸市

鶴ヶ島市

日高市

毛呂山町

越生町

鳩山町

滑川町
小川町

ときがわ町

横瀬町

小鹿野町

皆野町

寄居町
長瀞町

美里町

上里町

神川町

東秩父村

0 ～ 100

100 ～ 200

200 ～ 300

300 ～ 400

400 ～ 500

500 ～ 600

600 ～ 700

700 ～ 800

800 ～ 900
900 ～



認知症施策推進計画（第１０期高齢者支援計画）策定スケジュール（予定）        

                                               R8.2.４現在 

４月～ ・認知症基本法に基づく「国の認知症施策推進基本計画」で示された方針等を基に第１０

期計画骨子案（基本理念、施策目標、施策体系）検討 

５月 ・認知症施策県政サポーターアンケート調査 

６月 ・国の実施状況調査、市町村へ調査 

７月 ・計画骨子案（基本理念、施策目標、施策体系）の作成 

８月 ・第１回認知症施策推進会議（施策体系案、県政サポーターアンケート調査結果報告等） 

・第１回高齢者支援計画推進会議（計画概要説明） 

９月～１０月 ・認知症施策本人・関係者へのヒアリング 

・素案作成等 計画前のデータの更新（本人ミーティング、成年後見等） 

         本文（現状と課題、課題への対策、総合的な推進、指標の設定） 

・関連事業調査（庁内） 

１１月 ・長寿社会政策推進庁内連絡会議 

・第２回認知症施策推進会議（計画骨子案及び素案意見聴取、承認） 

・第２回高齢者支援計画推進会議（計画骨子案及び素案意見聴取、承認） 

・社会福祉審議会 

１２月 ・県民コメント案作成 

 １月 ・県民コメント開始 

 ２月 ・県民コメント結果の公表 

・第３回認知症施策推進会議（県民コメント結果反映後、最終確認） 

・第３回高齢者支援計画推進会議(県民コメント結果反映後、最終確認） 

 ３月 ・２月議会で行政報告 

・計画知事決裁 

・第１０期高齢者支援計画策定記者発表 

・電子版・概要版冊子印刷・配布 

 


